
67の議案を可決

はちまんたい議会だより 4第3号 平成18年 6月 1日発行

67の議案を可決
■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

市
議
会
３
月
定
例
会
は
、
３
月
１
日
か
ら
20
日
ま
で
の
20
日
間
、
西
根
地
区
市
民

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
定
例
会
初
日
に
は
、
田
村
正
彦
市
長
が
「
施
政
方

針
演
述
」
を
、
闍
橋
北
英

ほ
く
え
い

教
育
長
が
「
教
育
行
政
運
営
基
本
方
針
と
重
点
演
述
」
を

そ
れ
ぞ
れ
述
べ
た
ほ
か
、
市
総
合
計
画
基
本
構
想
の
策
定
、
市
過
疎
地
域
自
立
促
進

計
画
の
策
定
、
平
成
18
年
度
一
般
会
計
お
よ
び
５
特
別
会
計
の
当
初
予
算
な
ど
、
合

わ
せ
て
67
の
議
案
が
提
案
さ
れ
、
全
議
案
が
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
合
併
協
定
項
目
の
早
期
実
現
に
関
す
る
議
員
発
議
案
ほ
か
２
件
が
提
案
さ
れ
、

い
ず
れ
も
全
会
一
致
で
可
決
・
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

全
会
一
致
で
可
決
し
た
も
の

▼
吏
員
懲
戒
審
査
委
員
会
の
委

員
の
任
命
に
関
し
同
意
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て

小
野
寺
千
誠

ち
せ
い

氏
（
荒
木
田
）、

道
尻

み
ち
じ
り

和
彦
氏
（
柏
台
）、
本
宮

隆
一
氏
（
清
水
）、
闍
橋
時
夫
氏

（
田
頭
）、
山
本
富
栄

と
み
え
い

氏
（
荒
屋

新
町
）
の
５
人
を
委
員
に
任
命

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

▼
平
成
18
年
度
か
ら
平
成
22
年

度
ま
で
に
お
け
る
辺
地
に
係
る

公
共
的
施
設
の
総
合
整
備
計
画

の
策
定
に
関
し
議
決
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て

焼
走
り
熔
岩
流
を
有
す
る
中

台
辺
地
（
平
笠
）
内
に
道
路
施

設
を
整
備
し
、
地
域
活
性
化
を

図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

▼
字
の
名
称
の
変
更
に
つ
い
て

他
地
区
と
の
統
一
を
図
る
た

め
、
不
動
産
表
示
で
松
尾
地
区

だ
け
付
い
て
い
る
「
字
」
を
削

除
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

▼
盛
岡
北
部
行
政
事
務
組
合
規

約
の
一
部
を
変
更
す
る
こ
と
の

協
議
に
関
し
議
決
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

▼
盛
岡
北
部
地
区
障
害
程
度
区

分
認
定
審
査
会
の
共
同
設
置
の

協
議
に
関
し
議
決
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

障
害
者
自
立
支
援
法
に
規
定

す
る
同
審
査
会
を
、
鐚
巻
町
、

岩
手
町
と
共
同
設
置
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
す
。

▼
綿
帽
子
温
泉
館
ほ
か
に
係
る

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

そ
れ
ぞ
れ
5
謨
の
表
１
の
と

お
り
指
定
管
理
者
と
し
て
指
定

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

▼
八
幡
平
市
地
域
振
興
基
金
条

例
合
併
交
付
金
の
一
部
を
基
金

造
成
し
、
地
域
自
治
組
織
の
活

動
や
地
域
文
化
の
伝
承
活
動
な

ど
に
補
助
す
る
も
の
で
す
。

▼
八
幡
平
市
「
農

み
の
りと

輝
ひ
か
りの

大
地
」

基
金
条
例

県
か
ら
の
合
併
市
町
村
自
立

支
援
交
付
金
の
一
部
を
基
金
造

成
し
、
農
業
や
商
工
業
の
イ
ベ

ン
ト
な
ど
を
行
う
も
の
で
す
。

▼
七
時
雨
地
区
体
験
観
光
施
設

条
例七

時
雨
山
を
中
心
と
し
た
観

公立化50周年を記念し、柏台小学校運動会と柏台地区運動会が合同で開催されました（5月21日）
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3月定
例会18年度予算など

光
産
業
と
地
域
活
性
化
を
目
的

と
し
て
整
備
し
た
同
施
設
の
設

置
条
例
で
す
。

問

こ
の
施
設
の
利
用
者
の
多

く
は
、
西
根
老
人
憩
の
家
を
利

用
す
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
湯

量
が
足
り
な
い
。
湯
脈
探
査
を

す
る
考
え
は
な
い
か
。

答

湯
脈
が
非
常
に
複
雑
で
あ

り
、
技
術
的
に
難
し
い
。

▼
八
幡
平
市
友
好
都
市
交
流
促

進
セ
ン
タ
ー
条
例

▼
八
幡
平
市
細
野
地
区
農
村
婦

人
の
家
条
例

▼
八
幡
平
市
農
作
業
準
備
休
憩

施
設
条
例

▼
八
幡
平
市
星
沢
地
区
農
村
環

境
管
理
施
設
条
例

▼
八
幡
平
市
苗
代
沢
農
村
総
合

管
理
施
設
条
例

▼
八
幡
平
市
職
員
定
数
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

問

臨
時
職
員
は
こ
の
条
例
の

定
数
に
は
含
ま
れ
な
い
が
、
保

育
士
の
臨
時
職
員
が
30
人
と
多

い
の
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。

（
次
の
ペ
ー
ジ
へ
蝙
）

 綿帽子温泉館 
株式会社安代産業振興公社

 八幡平市安代林業センター 
 八幡平温泉館森乃湯 八幡平温泉開発株式会社
 松尾八幡平物産館
 八幡平市自然休養村 株式会社松尾ふるさと振興公社（総合交流促進施設を除く） 
 松尾憩の家 
 岩手山焼走り国際交流村 株式会社コスモプラザ西根
 八幡平市自然休養村総合交流促進施設 松っちゃん市場販売組合
 西根デイサービスセンター 

社会福祉法人西根会
 西根北部デイサービスセンター 
 松尾デイサービスセンター 社会福祉法人みちのく協会
 安代デイサービスセンター 

社会福祉法人安代会
 八幡平市生活支援ハウス 

表1　各施設における指定管理者

施設の名称 指定管理者の名称

田村正彦市長
施政方針演述

本
年
度
は
八
幡
平
市
の
礎
を
築
き
、
さ
ら
に

発
展
す
る
た
め
の
大
切
な
年
で
す
。

新
市
建
設
計
画
の
着
実
な
実
行
と
行
財
政
改

革
を
実
行
し
、
自
己
決
定
自
己
責
任
の
下
、
主

体
的
な
自
治
体
と
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
説

明
責
任
を
果
た
せ
る
体
制
の
構
築
に
努
め
ま
す
。

合
併
後
初
め
て
の
本
格
予
算
と
な
る
平
成
18

年
度
当
初
予
算
案
は
、
一
般
会
計
総
額
を
１
５

２
億
６
２
２
０
万
円
と
し
、
前
年
度
対
比
は
旧

３
町
村
の
当
初
予
算
ベ
ー
ス
で
、
１
・
２
％
の

減
額
と
な
り
ま
し
た
。
健
全
財
政
の
維
持
と
長

期
安
定
的
な
財
政
基
盤
の
確
立
を
第
一
に
、
限

ら
れ
た
予
算
の
中
で
、
住
民
福
祉
向
上
を
図
る

と
と
も
に
、
産
業
振
興
を
進
め
る
た
め
の
各
種

事
業
の
積
極
的
な
展
開
に
努
め
ま
し
た
。

新
市
建
設
は
決
し
て
平
坦
な
道
の
り
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
困
難
を
乗
り
越
え
る
こ
と
で
素

晴
ら
し
い
未
来
が
開
け
る
も
の
と
確
信
し
ま
す
。

詳しくは、広報はちまんたい

4月5日号をご覧ください（ ）
闍橋北英教育長

教育行政運営基本方針と重点演述

市
教
育
委
員
会
で
は
、「
健
や
か
な
、
創
造
性

あ
ふ
れ
る
人
材
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
新
市
建
設

計
画
の
基
本
方
針
に
沿
っ
て
、
教
育
・
文
化
の

充
実
に
努
め
、
変
化
す
る
現
代
社
会
に
対
応
で

き
る
諸
施
策
を
推
進
し
ま
す
。

そ
し
て
、
子
ど
も
か
ら
成
人
、
高
齢
者
ま
で
、

一
人
ひ
と
り
が
主
体
的
に
学
習
機
会
を
選
択
し
、

自
ら
を
高
め
、
心
の
豊
か
さ
や
生
き
が
い
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
る
生
涯
学
習
社
会
の
実
現
に

向
け
、
家
庭
、
学
校
、
地
域
社
会
の
連
携
・
協

力
を
一
層
深
め
て
教
育
行
政
を
推
進
し
、
本
市

の
教
育
の
振
興
・
発
展
に
尽
く
し
ま
す
。

七
時
雨
地
区
体
験
観
光
施
設
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（
蝓
前
の
ペ
ー
ジ
か
ら
）

答

幼
児
の
数
や
年
齢
構
成
な

ど
が
毎
年
異
な
る
の
で
、
そ
の

年
度
に
必
要
な
人
員
を
弾
力
的

に
確
保
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

▼
八
幡
平
市
特
別
職
の
職
員
で

非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費

用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

▼
八
幡
平
市
医
師
養
成
修
学
資

金
貸
付
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

▼
八
幡
平
市
営
牧
野
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

▼
八
幡
平
市
自
然
休
養
村
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

▼
岩
手
県
市
町
村
総
合
事
務
組

合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体

の
数
の
増
減
及
び
岩
手
県
市
町

村
総
合
事
務
組
合
規
約
の
一
部

変
更
の
協
議
に
関
し
議
決
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て

▼
八
幡
平
市
公
益
法
人
等
へ
の

職
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
条
例

観
光
協
会
な
ど
の
公
益
法
人

に
職
員
を
派
遣
す
る
場
合
に
必

要
な
事
項
を
規
定
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
す
。

▼
八
幡
平
市
乳
幼
児
、
妊
産
婦

及
び
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費

給
付
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

健
康
保
険
法
や
老
人
保
健
法

に
基
づ
く
診
療
報
酬
の
算
定
方

法
が
新
た
に
定
め
ら
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
条
例
の
一
部
を
改
正

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

賛
成
多
数
で
可
決
し
た
も
の

▼
八
幡
平
市
総
合
計
画
基
本
構

想
の
策
定
に
関
し
議
決
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て

新
市
建
設
計
画
を
基
本
と
し
、

平
成
27
年
度
ま
で
の
ま
ち
づ
く

り
の
基
本
方
針
と
な
る
総
合
計

画
を
策
定
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
す
。
こ
こ
で
は
、
市
の
将
来

像
「
農

み
の
り

と
輝

ひ
か
り

の
大
地
―
岩
手

山
・
八
幡
平
・
安
比
高
原
の
恵

み
に
満
ち
た
、
交
流
新
拠
点
を

め
ざ
し
て
―
」
を
実
現
す
る
た

め
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
目
標

を
「
自
然
と
共
生
す
る
、
快
適

な
住
環
境
の
ま
ち
づ
く
り
」「
連

携
に
よ
っ
て
築
く
、
躍
進
す
る

産
業
の
ま
ち
づ
く
り
」「
健
や
か

な
、
創
造
性
あ
ふ
れ
る
人
材
の

ま
ち
づ
く
り
」
と
し
、
基
本
目

標
に
沿
っ
た
基
本
方
針
が
示
さ

れ
ま
し
た
。

問

財
政
の
健
全
化
が
大
き
な

課
題
で
あ
り
、
新
庁
舎
の
よ
う

な
事
業
は
無
駄
で
は
な
い
か
。

答

現
庁
舎
は
手
狭
で
、
市
民

に
迷
惑
を
掛
け
て
い
る
現
実
も

あ
る
。
無
駄
か
ど
う
か
は
議
論

の
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

問

総
合
計
画
基
本
構
想
の
文

章
を
も
っ
と
分
か
り
や
す
く
で

き
な
い
か
。

答

基
本
構
想
と
い
う
性
格
上
、

こ
の
よ
う
な
表
現
と
な
っ
た
。

広
報
な
ど
に
掲
載
す
る
場
合
は
、

で
き
る
だ
け
分
か
り
や
す
い
表

現
に
心
掛
け
た
い
。

▼
八
幡
平
市
過
疎
地
域
自
立
促

進
計
画
の
策
定
に
関
し
議
決
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

平
成
22
年
３
月
ま
で
の
時
限

立
法
で
あ
る
過
疎
地
域
自
立
促

進
特
別
措
置
法
の
規
定
に
よ
り
、

平
成
21
年
度
ま
で
の
５
カ
年
計

画
を
策
定
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
す
。

問

山
ブ
ド
ウ
の
苗
木
の
助
成

が
計
画
に
載
っ
て
い
る
が
、
補

助
事
業
を
行
う
予
定
か
。

答

消
費
の
動
向
を
見
な
が
ら

検
討
し
た
い
。

問

市
道
深
沢
七
時
雨
線
の
改

請
願
・
発
議
案

い
ず
れ
も
採
択
・
可
決

３
月
定
例
会
で
は
、
請
願
１
件
と
発
議
案
２
件
が
審
議

さ
れ
、
い
ず
れ
も
採
択
な
ら
び
に
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

請
願
第
１
号

「
公
契
約
法
制
定
な
ど
、
公
共
工
事
に
お
け
る
建
設
労
働
者

の
適
正
な
労
働
条
件
の
確
保
に
関
す
る
請
願
」（
請
願
者
・

西
根
松
尾
建
設
職
組
合
　
組
合
長
　
工
藤
喜
代
美
）

〔
全
会
一
致
で
採
択
〕

こ
の
請
願
は
、
大
工
や
左
官
な
ど
、
建
設
業
に
従
事
す

る
労
働
者
の
賃
金
や
労
働
条
件
が
適
切
に
確
保
さ
れ
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
提
出
さ
れ
た
も
の
で
す
。

発
議
案
第
１
号

「
公
契
約
法
制
定
な
ど
、
公
共
工
事
に
お
け
る
建
設
労
働
者

の
適
正
な
労
働
条
件
の
確
保
に
関
す
る
意
見
書
」

〔
全
会
一
致
で
可
決
〕

こ
の
意
見
書
は
、
建
設
労
働
者
の
適
正
な
労
働
条
件
の

確
保
と
公
共
工
事
に
お
け
る
安
全
や
品
質
を
適
切
に
確
保

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
市
議
会
で
は
、
衆
議
院
・
参
議

院
の
両
議
長
と
関
係
大
臣
に
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

発
議
案
第
２
号

「
合
併
協
定
項
目
の
早
期
実
現
に
関
す
る
決
議
に
つ
い
て
」

〔
全
会
一
致
で
可
決
〕

こ
の
決
議
は
、
歴
史
的
な
合
併
に
関
わ
っ
て
き
た
議
会

と
し
て
、
合
併
協
定
項
目
の
早
期
実
現
を
図
る
こ
と
に
よ

り
、
八
幡
平
市
が
標
榜
す
る
「
農
と
輝
の
大
地
」
に
ふ
さ

わ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
促
進
し
よ
う
と
提
出
さ
れ
た
も
の

で
、
市
議
会
で
は
、
議
会
と
市
長
と
が
、
対
等
の
立
場
で

議
論
し
、
お
互
い
に
協
力
し
な
が
ら
、
合
併
協
定
項
目
の

早
期
実
現
に
向
け
推
進
す
る
よ
う
要
望
す
る
こ
と
を
決
議

し
ま
し
た
。

4月1日に発足した市観光協会には、市職員2人が派遣されました
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良
舗
装
を
３
０
０
０
ｍ
行
う
計

画
だ
が
、
具
体
的
に
ど
こ
か
ら

ど
こ
ま
で
行
う
計
画
か
。

答

今
後
精
査
、
検
討
し
た
い
。

問

過
疎
の
定
義
は
。

答

人
口
要
件
で
は
、
昭
和
40

年
か
ら
平
成
12
年
ま
で
の
人
口

が
30
％
以
上
減
っ
て
い
る
、
ま

た
、
平
成
12
年
度
の
財
政
力
が

３
割
未
満
な
ど
で
あ
る
。

問

過
疎
債
は
旧
町
村
単
位
の

地
区
で
事
業
展
開
さ
れ
る
の
か
。

答

八
幡
平
市
全
体
が
過
疎
地

域
と
な
る
。
た
だ
し
、
過
疎
債

に
は
枠
が
あ
る
の
で
、
地
域
特

性
を
生
か
し
て
運
用
し
た
い
。

問

市
民
文
化
総
合
セ
ン
タ
ー

の
建
設
が
計
画
に
あ
る
が
、
具

体
的
な
中
身
を
伺
う
。

答

今
後
具
体
的
に
検
証
を
詰

め
て
い
き
た
い
。

▼
八
幡
平
市
庁
舎
整
備
基
金
条

例
庁
舎
建
設
費
用
に
充
て
る
た

め
、
年
間
２
億
円
、
５
年
間
で

10
億
円
の
基
金
を
造
成
す
る
も

の
で
す
。

問

年
間
２
億
円
の
財
源
は
。

答

市
の
財
政
見
通
し
を
考
慮

し
な
が
ら
、
交
付
税
や
市
税
な

ど
総
合
的
に
積
み
立
て
た
い
。

▼
八
幡
平
市
国
民
保
護
協
議
会

条
例武

力
攻
撃
等
に
お
け
る
国
民

の
保
護
の
た
め
の
措
置
に
関
す

る
法
律
の
規
定
に
基
づ
き
、
必

要
な
事
項
を
定
め
よ
う
と
す
る

も
の
で
す
。

▼
八
幡
平
市
国
民
保
護
対
策
本

部
及
び
八
幡
平
市
緊
急
対
処
事

態
対
策
本
部
条
例

▼
八
幡
平
市
一
般
職
の
職
員
の

給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

▼
八
幡
平
市
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
を

表
２
の
と
お
り
改
正
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
す
。

問

松
尾
地
区
の
住
民
か
ら
見

れ
ば
、
引
き
上
げ
に
な
る
内
容

で
あ
る
が
。

答

国
保
税
の
税
率
の
変
遷
を

見
る
と
、
西
根
で
は
15
年
度
に
、

安
代
で
は
16
年
度
に
税
率
を
改

正
し
て
い
る
が
、
松
尾
は
13
年

度
の
改
正
が
最
後
で
あ
る
。
ご

理
解
を
賜
り
た
い
。

表2　国民健康保険税の改正内容
項　　　　　　目 旧西根町 旧松尾村 旧安代町

税率

低
所
得
者
軽
減

７
割
軽
減

５
割
軽
減

２
割
軽
減

所 得 割

資 産 割

均 等 割

平 等 割

均 等 割

平 等 割

所得基準

均 等 割

平 等 割

所得基準

均 等 割

平 等 割

課税所得額に対する額（率)

課税固定資産税額に対する
額(率)

被保険者１人当たり

１世帯当たり

所得33万円以下の世帯１人
軽減額

所得33万円以下の１世帯当
たり軽減額

所得33万円＋世帯主を除く
被保険者１人当たりの額

上記所得基準以下の世帯１
人当たりの軽減額

上記所得基準以下の１世帯
人当たり軽減額

所得33万円＋世帯主を除く
被保険者１人当たりの額

上記所得基準以下の世帯１
人当たりの軽減額

上記所得基準以下の１世帯
人当たり軽減額

 7.00% 7.80% 7.80%

 35.00% 35.00% 35.00%

 25,200円 24,000円 25,000円

 30,000円 27,600円 30,000円

 17,640円 16,800円 17,500円

 21,000円 19,320円 21,000円

 245,000円 245,000円 245,000円

 12,600円 12,000円 12,500円

 15,000円 13,800円 15,000円

 350,000円 350,000円 350,000円

 5,040円 4,800円 5,000円

 6,000円 5,520円 6,000円

学習院八幡平松尾校舎の権利放棄を議決

学習院八幡平松尾校舎。今後は学習院が解体することになります

５月９日開催の第3回臨時会で、「権利の放棄に関

し議決を求めることについて」が審議されました。

審議されたのは、昭和46年10月１日に旧松尾村と

学校法人学習院の間で締結した「建物の払下げに関

する協定」において、同法人に無償譲渡した建物の

使用を廃止した際、無償で返還を受ける権利です。

当該建物は、これまで学習院八幡平松尾校舎とし

て使用されてきましたが、老朽化が著しいため、同

法人から使用廃止したい旨の申し出がありました。

建物は昭和28年の建設から43年経過。返還後の利

用や維持管理が困難であるため、審議の結果、同議

案は全会一致で可決されました。



一般会計は総額152億円一般会計は総額152億円

はちまんたい議会だより 8第3号 平成18年 6月 1日発行

予算特別委員会

予算特別委員会は、３月14日から20日まで開催されました。総額

1 5 2億６,２２０万円となる平成18年度一般会計予算のほか、国民健

康保険や老人保健などの特別会計８会計、西根病院事業と水道事業の

企業会計２会計が審議され、いずれも原案どおり可決されました。こ

こでは、予算特別委員会における主な質疑を紹介します。

 152億6,220万円 68億4,260万円 39億3,310万円 46億7,500万円 154億5,070万円  △ 1.2％
 28億8,902万円 16億3,441万円 6億2,111万円 5億9,265万円 28億4,817万円 1.4％
 31億5,757万円 17億3,730万円 7億4,319万円 8億2,856万円 33億 905万円 △ 4.6％
 － － － 3億6,097万円 3億6,097万円 皆減
 11億8,821万円 6億3,420万円 － 4億2,380万円 10億5,800万円 12.3％
 10億8,356万円 5億4,481万円 

3億1,271万円
 1億3,066万円 

10億7,150万円 11.6％
 1億1,257万円 8,332万円  －
 2億7,310万円 － － 2億6,746万円 2億6,746万円 2.1％
 1,935万円 － － 1,055万円 1,055万円 83.4％
 412万円 － 412万円 － 412万円 0.0％
 6億8,732万円 7億3,407万円 － － 7億3,407万円 △ 6.3％
 1,272万円 8,786万円 － － 8,786万円 △85.5％
 3,285万円 9,295万円 － － 9,295万円 △64.7％
 5億2,543万円 2億3,131万円 1億5,299万円 － 3億8,430万円 36.7％
 5億 853万円 2億 159万円 1億3,562万円 － 3億3,721万円 50.8％
 1億3,088万円 3,691万円 4,612万円 － 8,303万円 57.6％
 4億1,492万円 1億5,658万円 1億3,263万円 － 2億8,921万円 43.5％

平成18年度　各会計の予算額

会計名 18年度予算額
17年度予算額

旧西根町 旧松尾村 旧安代町 合計
比較増減

一般会計

特
別
会
計

企
業
会
計

国民健康保険・事業
老人保健
簡易水道事業
公共下水道事業
農業集落排水事業
浄化槽事業
国民健康保険・診療施設
索道事業
公共用地先行取得事業

西根病院
事業

水道事業

収益的収入・支出

資本的
収入
支出
収入
支出
収入
支出

収益的

資本的

（金額は、1万円未満を四捨五入）

畑児童館の子どもたち
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予算特別委員会

公
共
下
水
道
の
分
担
金

問

安
代
地
区
公
共
下
水
道
の

受
益
者
分
担
金
は
、
基
本
額
が

１
戸
当
た
り
20
万
円
、
民
宿
な

ど
で
は
流
入
人
口
１
人
当
た
り

３
万
５
０
０
０
円
加
算
と
い
う

こ
と
だ
が
、
加
算
金
が
高
く
加

入
で
き
な
い
民
宿
が
あ
る
。
西

根
の
よ
う
な
敷
地
面
積
１
㎡
当

た
り
の
額
に
で
き
な
い
か
。

答

こ
れ
ま
で
の
経
緯
、
安
代

地
区
内
の
公
平
性
な
ど
を
勘
案

し
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

集
落
排
水
の
加
入
対
策

問

農
業
集
落
排
水
事
業
の
加

入
率
が
低
い
地
区
の
対
策
は
。

答

接
続
推
進
員
に
よ
る
戸
別

訪
問
な
ど
を
通
じ
、
加
入
率
向

上
に
努
め
た
い
。

今
後
の
除
雪
の
在
り
方

問

松
尾
と
安
代
は
直
営
で
除

雪
を
行
っ
て
い
る
が
、
西
根
は

除
雪
機
械
４
台
だ
け
が
直
営
で
、

後
は
業
者
委
託
だ
。
今
後
、
ど

の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

答

新
年
度
で
除
雪
ロ
ー
ダ
ー

を
１
台
購
入
予
定
で
あ
り
、
全

体
計
画
で
西
根
を
補
強
し
た
い
。

渋
滞
懸
念
さ
れ
る
市
道

問

市
道
新
舘
線
と
国
道
２
８

２
号
の
Ｔ
字
路
交
差
点
は
、
時

間
帯
で
渋
滞
が
ひ
ど
い
。
現
在

工
事
中
の
大
更
西
線
が
完
成
す

る
と
、
さ
ら
に
渋
滞
す
る
心
配

が
あ
る
。
今
後
の
取
り
組
み
は
。

答

都
市
計
画
道
路
の
指
定
に

な
っ
て
い
る
路
線
で
も
あ
り
、

現
地
を
見
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

集
会
施
設
建
設
に
補
助

問

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
助
成
事

業
費
補
助
金
の
内
容
は
。

答

安
代
の
目
名
市
自
治
会
に

対
し
、
１
５
０
０
万
円
を
上
限

に
、
事
業
費
の
５
分
の
３
以
内

を
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
補
助

す
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
全

国
的
な
枠
が
あ
る
た
め
、
今
後

の
採
択
は
難
し
い
と
思
わ
れ
る
。

自
治
会
運
営
へ
の
支
援

問

自
治
会
運
営
補
助
金
が
17

年
度
に
比
べ
て
大
幅
に
減
っ
て

い
る
の
は
な
ぜ
か
。

答

西
根
と
松
尾
で
異
な
っ
て

い
た
交
付
基
準
を
統
一
し
た
た

め
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
や
る

気
あ
る
自
治
会
に
は
地
域
振
興

基
金
な
ど
で
支
援
し
た
い
。
安

代
は
自
治
会
組
織
が
正
式
に
運

用
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
本
年

度
は
ま
ち
づ
く
り
活
動
支
援
補

助
金
で
支
援
し
た
い
。

問

ま
ち
づ
く
り
活
動
支
援
補

助
金
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答

旧
安
代
町
で
16
年
度
か
ら

実
施
し
て
い
る
も
の
で
、
18
年

度
も
暫
定
施
行
す
る
こ
と
と
し

て
い
る
。
地
域
活
性
化
の
ソ
フ

ト
事
業
に
20
万
円
、
ハ
ー
ド
事

業
に
50
万
円
を
上
限
に
補
助
す

る
も
の
で
、
地
域
住
民
が
原
材

料
を
購
入
し
て
道
路
整
備
な
ど

を
実
施
し
て
い
る
。

下
水
道
や
道
路
の
整
備
は

地
域
自
治
組
織
の
支
援
は

市
道
新
舘
線
と
国
道
２
８
２

号
の
交
差
点

◎ 歳入のポイント
市町村の財政力に応じて国から交付

される地方交付税が69億1,200万円で最

も多く、前年度の３町村合計額より２

億1,934万円増えています。一方、市税

や住宅使用料など、市が独自に集める

お金（自主財源）は、前年度より８億

3,379万円減っています。

◎ 歳出のポイント
市民の福祉向上に使われる民生費が最も

多く、前年度より６億7,045万円増加してい

ます。この中には、18年度設置の地域包括

支援センターの経費が含まれています。次

に多いのは、市が事業を行うために借りた

お金（市債）の返済金である公債費で、前年

度より２億1,652万円増えました。

平成18年度一般会計歳入内訳

市税
28億1,247万円（18.4%）

繰入金
4億3,981万円（2.9%）

その他の自主財源
7億5,298万円（4.9%）

地方交付税
69億1,200万円
（45.3%）

地方譲与税
5億7,653万円
（3.8%）

国庫支出金
9億4,809万円
（6.2%）

県支出金
7億9,138万円
（5.2%）

市債
15億6,330万円（10.2%）

その他の依存財源
4億6,564万円（3.1%）

歳入
152億6,220万円

自主財源 26.2%

依
存財源 73.8%平成18年度一般会計歳出内訳

総務費
17億7,187万円
（11.6%）

民生費
35億29万円
（22.9%）

衛生費
12億2,999万円
（8.1%）

農林水産業費
12億6,916万円
（8.3%）

商工費
3億8,160万円
（2.5%）

土木費
12億9,267万円
（8.5%）

消防費
8億4,976万円
（5.6%）

教育費
17億9,751万円
（11.8%）

公債費
29億7,898万円
（19.5%）

歳出
152億6,220万円

その他
1億9,037万円（1.2%）



はちまんたい議会だより 10第3号 平成18年 6月 1日発行

支
援
セ
ン
タ
ー
の
体
制

問

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
体

制
や
、
そ
の
事
業
内
容
は
。

答

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー（
介
護
支

援
専
門
員
）、
社
会
福
祉
士
、
保

健
師
の
３
人
は
最
低
必
要
で
あ

り
、
市
役
所
の
福
祉
事
務
所
内

に
設
置
す
る
考
え
で
あ
る
。
今

ま
で
の
介
護
予
防
事
業
、
在
宅

介
護
支
援
事
業
な
ど
の
ほ
か
、

老
人
福
祉
事
業
の
う
ち
、
生
き

が
い
活
動
事
業
な
ど
を
引
き
継

い
で
い
く
こ
と
に
な
る
。

高
齢
者
生
き
が
い
対
策

問

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
運
営
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答

旧
安
代
町
で
実
施
し
て
き

た
が
、
市
全
域
に
広
げ
た
い
と

考
え
て
い
る
。

学
童
保
育
開
設
の
計
画

問

18
年
度
の
学
童
保
育
施
設

開
設
の
計
画
は
。

答

大
更
小
学
校
区
で
６
月
に
、

平
笠
小
学
校
区
で
９
月
に
開
設

予
定
で
あ
る
。

助
産
所
に
対
す
る
助
成

問

最
近
、
大
更
で
個
人
助
産

所
が
開
設
さ
れ
た
が
、
こ
う
し

た
施
設
へ
の
助
成
の
考
え
は
。

答

今
後
検
討
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

障
害
者
施
設
を
安
代
に

問

３
地
区
の
う
ち
、
安
代
に

は
小
規
模
授
産
施
設
が
な
い
。

答

人
数
の
状
況
を
見
て
、
既

存
施
設
を
中
心
に
し
な
が
ら
障

害
者
福
祉
を
進
め
た
い
。

斎
場
の
身
障
者
ト
イ
レ

問

昨
年
、
斎
場
に
身
障
者
用

ト
イ
レ
を
備
え
た
待
合
室
が
新

築
さ
れ
た
が
、
火
葬
が
２
件
以

下
の
日
は
新
し
い
待
合
室
が
閉

ま
っ
て
い
る
た
め
、
身
障
者
用

ト
イ
レ
を
利
用
で
き
な
い
。

答

実
態
を
把
握
し
、
今
後
の

在
り
方
を
検
討
し
た
い
。

患
者
輸
送
バ
ス
の
運
行

問

旧
自
治
体
の
枠
を
超
え
た

患
者
輸
送
バ
ス
運
行
の
考
え
は
。

答

松
尾
地
区
は
運
行
ル
ー
ト

変
更
な
ど
で
対
応
し
た
い
。
安

代
地
区
は
全
体
の
総
合
交
通
体

系
の
中
で
考
え
た
い
。

西
根
病
院
の
医
師
確
保

問

西
根
病
院
の
医
師
確
保
の

見
通
し
に
つ
い
て
伺
う
。

答

昨
年
７
月
に
退
職
し
た
内

科
医
の
後
任
に
つ
い
て
、
今
ま

で
関
係
機
関
に
対
し
40
回
以
上

要
請
し
て
い
る
が
、
ま
だ
医
師

確
保
に
至
っ
て
い
な
い
。
今
後

も
努
力
し
た
い
。

森
林
認
証
制
度
の
推
進

問

森
林
認
証
制
度
へ
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答

大
き
な
課
題
だ
と
認
識
し

て
い
る
。
市
の
林
業
振
興
の
た

め
、
今
後
精
査
し
て
い
き
た
い
。

Ｔ
Ｍ
Ｏ
と
商
店
街
振
興

問

Ｔ
Ｍ
Ｏ（
中
心
市
街
地
活
性

化
事
業
）の
内
容
と
、
商
店
街
振

興
に
対
す
る
考
え
方
は
。

答

中
心
市
街
地
活
性
化
事
業

国
保
税
の
調
整
と
減
免

問

国
保
税
は
３
年
を
め
ど
に

調
整
す
る
と
あ
る
が
、
仮
に
１

万
５
０
０
０
円
を
５
０
０
０
円

ず
つ
上
げ
る
と
、
３
年
後
に
一

気
に
上
げ
る
よ
り
も
１
万
５
０

０
０
円
負
担
が
大
き
い
の
で
は
。

答

税
率
に
つ
い
て
は
、
医
療

給
付
の
伸
び
な
ど
を
試
算
し
な

が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問

国
保
税
の
減
免
制
度
適
用

は
、
生
活
保
護
基
準
と
の
比
較

で
数
値
化
す
る
べ
き
で
は
。

答

境
界
線
上
の
世
帯
の
問
題

も
あ
り
、
今
後
検
討
し
た
い
。

徴
収
員
と
税
務
調
査
員

問

嘱
託
徴
収
員
と
税
務
調
査

員
の
仕
事
内
容
と
実
績
は
。

答

嘱
託
徴
収
員
は
、
旧
西
根

町
で
３
人
配
置
し
て
い
て
、
年

間
２
６
０
０
万
円
ほ
ど
集
金
し

て
い
る
。
税
務
調
査
員
は
、
18

年
度
か
ら
設
置
す
る
も
の
で
、

差
し
押
さ
え
な
ど
を
担
当
す
る
。

に
つ
い
て
は
、
大
更
で
は
戸
板

ま
つ
り
や
街
の
駅
事
業
な
ど
、

荒
屋
新
町
で
は
ハ
ン
ギ
ン
グ
バ

ス
ケ
ッ
ト
や
四
日
市
事
業
な
ど

を
計
画
し
て
い
る
。
商
店
街
振

興
は
行
政
主
導
で
は
な
く
、
地

元
主
体
の
実
施
が
地
域
活
性
化

に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。

安
比
塗
今
後
の
振
興
策

問

旧
安
代
町
で
振
興
し
て
き

た
漆
器
産
業
へ
の
取
り
組
み
は
。

答

ブ
ラ
イ
ダ
ル
製
品
な
ど
の

新
製
品
を
開
発
し
、
首
都
圏
な

ど
で
販
路
拡
大
に
努
め
て
い
る
。

福
祉
や
地
域
医
療
問
題
は

各
種
産
業
の
振
興
対
策
は

国
保
税
な
ど
の
考
え
方
は

4月に開設された地域包括支援センター（市役所1階）

中心市街地活性化事業の一環として、商
店街に飾るためのハンギングバスケット
を作成する安代地区の皆さん
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将
来
担
う
子
ど
も
育
成
は

生
涯
学
習
の
取
り
組
み
は

市
民
の
暮
ら
し
や
消
防
は

通
学
定
期
へ
の
助
成
策

問

今
ま
で
、
Ｉ
Ｇ
Ｒ
い
わ
て

銀
河
鉄
道
利
用
通
学
者
へ
の
支

援
は
貸
付
金
制
度
だ
け
だ
っ
た

が
、
通
学
定
期
の
助
成
を
今
回

予
算
計
上
し
た
の
は
な
ぜ
か
。

答

少
子
化
支
援
対
策
と
し
て

行
う
も
の
で
あ
り
、
バ
ス
通
学

者
も
対
象
と
し
て
い
る
。

海
外
体
験
研
修
の
廃
止

問

中
学
生
海
外
体
験
研
修
が

廃
止
さ
れ
た
経
緯
は
。

答

参
加
者
に
は
貴
重
な
体
験

と
な
る
が
、
費
用
面
や
、
ほ
か

の
生
徒
へ
の
波
及
効
果
な
ど
で

廃
止
と
し
た
。
今
後
は
、
旧
町

村
ご
と
に
外
国
語
指
導
助
手
を

配
置
し
、
言
語
教
育
や
国
際
理

解
教
育
を
進
め
た
い
。

名
護
市
と
の
交
流
拡
大

問

松
尾
地
区
名
護
市
少
年
の

船
親
善
交
流
事
業
と
、
松
尾
地

区
少
年
の
翼
名
護
市
親
善
交
流

事
業
の
事
業
内
容
は
。

答

旧
松
尾
村
と
友
好
都
市
で

あ
る
名
護
市
と
の
交
流
事
業
で
、

前
者
は
名
護
市
か
ら
来
る
子
ど

も
た
ち
と
の
交
流
、
後
者
は
名

護
市
へ
の
訪
問
交
流
で
あ
る
。

問

こ
の
事
業
を
市
内
全
域
に

広
げ
る
考
え
は
な
い
か
。

答

今
後
の
検
討
課
題
に
し
て

い
る
。

地
区
の
体
育
振
興
支
援

問

旧
町
村
体
育
協
会
が
そ
れ

ぞ
れ
実
施
し
て
き
た
各
種
団
体

に
対
す
る
助
成
な
ど
の
調
整
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答

体
育
協
会
の
合
併
準
備
会

の
中
で
調
整
を
図
っ
て
い
る
が
、

こ
の
件
に
つ
い
て
は
、
19
年
度

で
結
論
を
出
す
予
定
で
あ
る
。

市
史
編
さ
ん
の
準
備
を

問

安
代
町
史
の
編
さ
ん
事
業

の
今
後
の
見
通
し
は
。

答

間
も
な
く
上
巻
を
発
刊
予

定
で
、
そ
の
後
３
カ
年
計
画
で

下
巻
と
民
俗
資
料
編
を
発
刊
す

る
予
定
で
あ
る
。

問

今
か
ら
八
幡
平
市
通
史
の

準
備
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。

答

今
後
検
討
し
た
い
。

夏
祭
り
の
一
本
化
検
討

問

８
月
15
日
に
は
松
尾
で
、

16
日
に
は
西
根
で
そ
れ
ぞ
れ
夏

祭
り
が
行
わ
れ
て
き
た
が
、
一

本
化
に
向
け
た
見
直
し
を
す
る

考
え
は
な
い
か
。

答

一
本
化
し
て
実
施
し
た
方

が
Ｐ
Ｒ
効
果
も
高
い
と
考
え
ら

れ
る
の
で
、
今
後
検
討
し
た
い
。

安
比
地
域
の
住
所
変
更

問

安
比
高
原
地
域
の
住
所
変

更
は
、
合
併
後
に
行
う
と
い
う

こ
と
だ
っ
た
が
。

答

松
尾
と
安
代
の
境
界
地
域

で
あ
り
、
学
区
や
行
政
区
な
ど

も
検
証
し
な
が
ら
検
討
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

消
防
対
策
の
取
り
組
み

問

消
防
自
動
車
の
更
新
計
画

に
つ
い
て
の
考
え
方
は
。

答

全
体
計
画
の
調
整
を
図
り
、

古
い
車
両
か
ら
更
新
し
た
い
。

問

消
防
団
員
確
保
対
策
と
し

て
、
安
代
の
よ
う
な
女
性
団
員

を
全
域
に
広
げ
る
考
え
は
。

答

婦
人
消
防
協
力
隊
と
の
整

合
を
図
り
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

旧西根町の「ふる里夏まつり」は、毎年8月16日に開催

仲良くエイサーを踊る名護市と松尾地区の子どもたち（2月9日）




